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陸域炭素循環における地上観測の必要性
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衛星リモートセンシング
航空機観測

生態系観測

・ 生態系の二酸化炭素吸収量の把握
・ 生態系炭素収支モデルの構築と

変動予測
・ パラメタリゼーションの高度化
・ スケールアップ

地域スケール
全球スケール

生態系スケール



連携の具体的イメージ



タワーフラックス観測のネットワーク化
国内観測サイト

・森林総合研究所： 札幌（北海道）、安比（岩手）、富士吉田（山梨）、山城（京都）、
鹿北（熊本）の落葉広葉樹林、常緑針葉樹林

・農業環境技術研究所： 真瀬（茨城）、釧路湿原（北海道）ほかの水田、湿原など
・国立環境研究所地球環境研究センター： 富士北麓（山梨）の落葉針葉樹林など
・産業技術総合研究所： 高山（岐阜）の落葉広葉樹林
・北海道大学： 天塩（落葉針葉樹林）
・京都大学： 桐生（常緑針葉樹林）
・岡山大学： 八浜ほか（水田） 、など

アジアの観測サイト
・ロシア、モンゴル、中国、韓国、台湾、タイ、マレーシア、インドネシア、バングラデ

シュなどの、亜寒帯～熱帯森林、草原、水田など

＊広範な気候帯に属する多様な陸域生態系の炭素循環解明
＊陸域生態系に対する多種多様な人為影響の解明
これらの課題に対応するため、さまざまな組織の連携による観測のネットワーク化

アジアフラックス(AsiaFlux)
ワークグループ活動：1) AsiaFluxネットワーク管理、2) ニューズレター発行、

3) ワークショップ開催、4) 観測・解析の標準化、
5) トレーニングコース開催、6) データベース管理



アジアフラックス(AsiaFlux)の活動
1) AsiaFluxネットワーク管理、
2) ニューズレター発行、
3) ワークショップ開催、
4) 観測・解析の標準化、
5) トレーニングコース開催、
6) データベース管理

（森林総研、農環研、産総研、
国環研、大学連携）
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AsiaFlux データベース
供用開始 (2007年3月)

観測標準化のためのフラックスおよ
び光量子計比較観測 (2006年～)

AsiaFlux 微気象観測・解析ト
レーニングコース (2006年8月)

国際ワークショップの開催
(第5回WS、2006年11月)

ニューズレターの発行
(季刊)



アジア陸域炭素循環観測のための長期生態系モニタリングとデータのネットワーク化促進

独立行政法人 森林総合研究所、農業環境技術研究所、産業技術総合研究所、
国立環境研究所

フラックス
観測データ
蓄積と公開

森林総研
熊本ｽｷﾞ

森林総研
京都コナラ

森林総研
富士吉田ｱｶﾏﾂ

森林総研
札幌ﾐｽﾞﾅﾗ

森林総研
盛岡ブナ

５～10年の観測実績ないし最新

システムをもつ独法国内基幹
サイト

国内・国外の各サイトを対象に観測支援を実施 モニタリングシステムの標準化

可搬型移動観測システム

地球観測研究と地球温暖化防止施策への寄与

Asia Flux
データ共有化

観測解析技術
提示・支援

観測値の精度向上

国内サイトAsia地域サイト

リモセンの比較地上データ
各種モデル検証データなど

植生タイプ、地形状況、遠隔地サイト等 国内外

アジア地域サイトへの技術移転を考慮した選定

品質管理されたデータの蓄積
とデータユーザへの提供

国環研
富士北麓
カラマツ

サイト整備

比較観測

農環研
間瀬水田

産総研
高山シラカバ京大

京都ヒノキ

北大
天塩カラマツ

岡山大
八浜水田



連携における分担協力関係
タワーフラックス観測のデータ信頼性確保
□観測システムの標準化
□フラックスデータ解析手法の標準化

統一的なQCの適用

データフォーマットの統一
■可搬型の比較観測システム開発と比較観測

（新規サイトへの標準手法の提供）
■開光路型と閉光路型赤外線CO2分析計の比較

■光量子センサの比較観測
（森林総研、農環研、産総研、国環研、AsiaFlux）

観測とパラメタリゼーション検証
■微気象学的な解析
■生態系モデリングとパラメタリゼーションの検証
■生態系コンパートメントの炭素収支（特に、土壌呼吸量）
■リモートセンシングによる植物季節・生態系変化の検出

（各研究所、大学など）

データベースの構築
■タワーフラックス・微気象
■生態系構成要素の炭素フラックス
■生態系の基礎情報など

（国環研、AsiaFlux）

陸域生態系炭素収支
観測の効率化と長期
運用を支える体制の
確保

（■：継続実施中の事項、□：H19以降実施事項）
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